









	 １	 問題の所在 
	 （１）研究の意義 
	 （２）構成 




	 １	 はじめに 




  ３	 15・16 世紀におけるブルゴーニュ公国とフランスの君主論 
  （１）エラスムス著作におけるブルゴーニュ公国史 
	 （２）シャルル突進公時代の廷臣 
	 （３）16 世紀初頭フランスの君主論 




	 ５	 おわりに 
第２章	 中世の継承者としてのエラスムス 
	 １	 はじめに 
	 ２	 カトリック神学者との論争 
	 ３	 ルターやルター主義者との論争 
 2 
	 ４	 キケロ主義者批判 
	 ５	 おわりに 
第３章	 エラスムス『リングア』における言語と統治――功罪と規律―― 
	 １	 はじめに 
	 ２	 中世キケロ主義 
	 （１）キケロと中世キケロ主義 
	 （２）ジョン・ソールズベリ『メタロギコン』 
	 ３	 エラスムスにおける中世キケロ主義と言語の弊害 
	 （１）戦争平和論における中世キケロ主義 
	 （２）『リングア』における言語の弊害 
	 ４	 『リングア』における統治の二面性 
	 （１）統治における功罪――恩恵と弊害―― 
	 （２）言語と統治における精神の規律 
	 ５	 おわりに 
第４章	 エラスムスにおける善悪・運命・自由意志 
	 １	 はじめに 
	 ２	 エラスムスにおける善悪と人間観 
	 （１）理性・情念・人間本性 
	 （２）原罪論 
	 ３	 エラスムスの占星術批判と運命観 
	 ４	 エラスムスにおける恩寵と自由意志 
	 ５	 おわりに 
第５章	 エラスムスにおける「寛恕」と限界 
	 １	 はじめに 
	 ２	 エラスムス統治論における寛恕と刑罰 
	 （１）教育と統治における寛恕の両義性 
	 （２）『キリスト者の君主の教育』における死刑 
	 ３	 エラスムス戦争論における発展 
	 （１）1510 年代半ばの戦争平和論 
	 （２）『対トルコ戦争論』 




	 ５	 おわりに 
第６章	 エラスムス政治思想における「医術」 
	 １	 はじめ 
	 ２	 「医術」としての統治 
	 （１）古代・中世における医学的メタファー 
	 （２）『医術礼讃』 




	 ４  治療法としてのキリストの精神 
	 （１）『リングア』におけるキリスト教社会の分裂 
	 （２）『教会和合論』における希望 












トマス・モア（Thomas More, 1478-1535）、ルター、カルヴァン（Jean Calvin, 1509-64）
に代表されてきたルネサンス・宗教改革期の政治思想史理解にさらなる厚みをもたらす
ものである。 
	 エラスムスについては 16 世紀以来の長い研究の歴史があるのも事実である。そうし
たなかで彼を非政治的な観想主義者とする古典的解釈の原型を提示したのが、ホイジン












































	 第 2 章では、教育的・政治的実践への契機を孕む名誉ある行いへの説得こそがエラス
ムスの課題であり、彼が中世思想史の継承者としての側面を有していたことを、1520
年代の論争を通して確認する。第一に、宗教改革期以前の初期作品『反野蛮人論』

















































	 最後の第 6 章では、「寛恕論」に見られた医学的メタファーに着目し、医術と統治の
関係性という視点から、人間に可謬性と改善可能性の双方を見出すエラスムスにとって、
医術とは、たんに予防医学的なものに留まらず、人間が作り出したものは人間の手で解
決しうるという作為による回復を意味していたことを明らかにする。第一に、古代・中
世やエラスムス自身の医学的メタファーを概観し、『医術礼讃』における予防医学的態
度を明らかにする。第二に、ジョン・ソールズベリ、トマス・アクィナス、エラスムス
の暴君放伐論を概観したうえで、1510 年代半ばの戦争平和論では暴君への抵抗の可能
性を示唆していたエラスムスが、その後の著作においてより慎重な立場を示していたこ
とを指摘する。そうすることによって、彼の暴君放伐論が、医学的メタファーによって
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統治の本質を法の権威と民衆の自由に見出している点に光が当てられるであろう。第三
に、『リングア』や『教会和合論』を扱うことで、医学的メタファーが君主統治や圧政
の問題のみならず、宗教改革という具体的事例における社会的混乱に対しても反映され
ていたことを根拠づけ、最終的にエラスムスが宗教改革の進展過程においてもなお教会
統一への治療可能性を見出そうとしていたことに触れてむすびとしたい。 
	 本論で明らかにされるように、エラスムスの政治思想は、ものごとを近視眼的に捉え
て皮相的な道徳論を説くのではなく、無秩序を招来する危機では必要を優先する一方、
ものごとの功罪の両側面を比較衡量しながら、中長期的な時間のなかで言葉による説得
を通して魂を向け換える人間形成の過程で、漸進的に解決策を見出していこうとするバ
ランス感覚を備えたものである。こうしたエラスムスの思想世界がこれまでになかった
広がりをもって理解される一助となるなら、本論文の目的は達せられるといえよう。 
